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　2020年８月に浜松市では日本の最高気温41.1℃を記録しました。浜松キャンパスのコンクリート道路上にも歩
く先に陽炎がゆらゆらとゆらめいていたことが思い出されます。地球温暖化がもたらす環境変化の顕在化は確実
に強まっており、カーボンニュートラルや脱炭素化の世界的な潮流が加速されている所以です。この課題解決で
は、学術的な知見と知識、そしてそれを反映した工学的技術の社会実装化が必要であることは論を待ちませんが、
次の世代にこの知見と知識、技術を確実に継承していくこともとても大切であると考えています。温暖化問題の
解決に、今後我々は長期戦で取り組まなければなりません。そのためにも、若い人達を巻き込んだ技術教育はキ
ーポイントです。私の研究室では、開発した当該技術を継承していく次世代の若手を育てながら、また新たな人
達の積極的な参加にも期待しています。

　環境保全の観点から脱炭素に関した革新技術の開発要求が、ここ数年で急速に高まってきました。COP21約
束草案の実現や2050年までにCO2排出ゼロの宣言など、産業全体を取り巻く状況が大きく変革しうる目標設定が
なされ、その達成の成否が世界的に評価されます。直近の目標年は2030年であり、急ぐ必要があります。
　私の研究は、そのようなカーボンニュートラル活動に貢献する技術開発を目的に、例えば産業プロセス排出
のCO2を大量かつ効率的にエネルギーや有用資源に物質変換する
革新的な触媒反応プロセスを開拓しています。また、CO2を物質
変換する過程でCO2とCH4（いずれも温室効果ガス）を同時かつ
大量に固体カーボンとして固定化することにも成功しました（右
の図）。開発のポイントは、これまでの触媒反応システムでは解
決不可能だった種々の課題を、ミクロな視点に立脚した触媒化学
とマクロな視点に立脚した反応工学（化学工学）を積極的に融合
した物質変換技術でクリアしたことです。開発した技術には、新
しい学際領域になり得る萌芽的な学術知見がたくさん含まれてお
り、現在その現象の精査と理論の構築にも注力しています。
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“カーボンニュートラルに貢献する触媒変換プロセスの開拓”

温室効果ガスからの合成ガス製造と固体カーボン捕集
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